
岡山県二酸化炭素森林吸収評価認証の状況

○平成２０年度整備分（認証年月日：平成２１年７月２４日）

企 業 等 名 称 株式会社中国銀行（岡山市北区丸の内1-15-20）

認 証 の 区 分 支援型 〔森林整備実施者：真庭市（真庭森林組合）〕

森 林 の 所 在 地 真庭市黒田１５２５－１地内

森林 内 容 植栽（ヒノキ）

整備 面 積 ０．５０ha

二酸化炭素吸収量 １．８２ t-CO２ ／年

【岡山県二酸化炭素森林吸収評価委員会の意見】
2004年の台風による風倒木被害は甚大であり、被害地のみならず下流地域へも影響が及ぶ

と考えられ、被害跡地の森林再生事業は県内広域の災害防止と環境保全にとって大変重要で
緊急の課題となっています。したがって、その森林再生を支援する本活動は、社会的貢献度
の大変高い重要なものです。

貴社の活動は，長期的な計画に基づいていますので，長期的な検証と管理が必要な森林再
生事業の趣旨に沿っています。計画通り長い目で支援していただき，今後も森林の再生を見
守っていただくことを期待いたします。

企 業 等 名 称 株式会社ジャパンエナジー水島製油所（倉敷市潮通2-1）

認 証 の 区 分 実践型・支援型

森 林 の 所 在 地 高梁市松山７９４１地内

森林 内 容 除伐、間伐、枝打ち（アカマツ 55年生、ヒノキ 40年生）

整備 面 積 ０．９８ha

二酸化炭素吸収量 ８．９９ t-CO２ ／年

【岡山県二酸化炭素森林吸収評価委員会の意見】
貴社の活動は、間伐や枝打ちなどの管理が緊急課題となっている造林地で実施され、地域

の災害防止と環境保全にとって大変重要です。森林に対する理解を深めることによって健全
な森林づくりを目指されている本活動は、生物多様性の維持をはじめ、森林の環境保全機能
の回復を念頭に、地元と一体となり地元から学びながら実施されており、子どもたちの参加
を促がしておられ、将来にわたる着実な森林づくりにとって大変貢献すると考えられます。
また、間伐材の利用によって持続的な森林保全を図っておられることも注目に値します。

このような活動は長期的な計画と実施が必要であり、今後も地元と協力していただき長期
的な管理計画を立てることによって、活動を継続していただくことを期待いたします。

企 業 等 名 称 社団法人津山青年会議所（津山市山下30-9）

認 証 の 区 分 実践型

森 林 の 所 在 地 津山市戸島３５５－３地内

森林 内 容 間伐（ヒノキ 32年生）

整備 面 積 ０．２０ha

二酸化炭素吸収量 ２．３８ t-CO２ ／年

【岡山県二酸化炭素森林吸収評価委員会の意見】
森林の多様な環境保全機能の発現を期待し、植林を出発点として、その後の保育管理を継

続されている本取組は、長期的な視野に立っておられ、健全な森林育成の趣旨に沿った森林
保全活動として大変高く評価されます。地元の市や森林組合と連携され、指導を受けながら
森林に対する理解を深め、長期間活動を継続されていることから、適切な森林管理が実施さ
れており、その技術の伝承を絶え間なくされていることがうかがえます。

貴団体の活動は、他の地域や団体にとって模範となるものであり、本取組の継続によって、
このような森林保全活動がより広い地域や多くの団体に広まることが期待されます。そのた
めにも、今後とも本取組を継続させ発展させていただくことを期待いたします。


